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◆◆重点的な方策「重点１～３」についての児童アンケート結果◆◆「とてもそう思う」「まあまあそう思う」の合計 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 

令和８年１月２６日 

 

  

 

学校教育ビ

ジョンに合

わせて後期

学校評価を

行いました。 

 

結果がまと

まりました

のでお知ら

せします。 

 新潟市立鳥屋野小学校 

重点１「知りたいこと」、「やりたいこと」に友だちと関わりあってチャレンジする子ども 

★「『知りたい』『やってみたい』という気持ちをもって学習している」 前期 95％→後期 ９２％ 

★「ノート・タブレット端末に自分の考えや振り返りを書いている」 前期 ９１％→後期 ９０％ 

★「タブレット端末を活用して、自分や友達の考えを比較したり分類したりしている」前期 ８９％→後期 ８６％ 

 

重点２ 一人一人の違いや苦手を認め合い、みんなで輝く子ども 

★「授業中、話を聴・訊き合って活動している」 前期 ９６％→後期 ９２％ 

★「一人ひとりの違い（苦手）を理解し、みんなで認め合って学習している」 前期 ９７％→後期 ９５％ 

 

重点３ 自分で、またはみんなで決めためあてに向かって、最後までやり抜く子ども 

★「学級アンケートの結果から、みんなでがんばろうと決めたことに取り組んでいる」 前期 ９０％→後期 93％ 

 

後期は、職員研修や授業者の情報交換を重ねることで、授業の質の向上を目指してきました。特に、子どもた

ちが「～したい」という目的意識をもてるように、子どもたちの興味関心を高めるような課題を設定することを

大切にしてきました。今後も子どもたちにとって学ぶ喜びを感じ、力の付く授業づくりに努めていきます。 

後期は、１から６年生で構成する「なかよし班」での活動（なかよしアートツアー、とやのっ子フェスティバ
ル、読書週間での読み聞かせ等）を充実させました。子どもたち同士のあたたかな言葉や認め合う言葉のやりと
りが数多く見られました。今後も、「聴き合って学ぶ」ことを大切にしていくことで、思いやりの心を育み、自他
を尊重できる子どもを目指していきたいと考えています。 

学級の話合いで決めた目標について、計画－実行－評価－改善の流れを繰り返すことで、自分たちでよりよい

生活をつくっていく力の育成を目指しています。毎月18日を「とやのの日」として、各学級の取組を一人一人

が振り返る時間を設けています。子どもたちがクラスのよさや課題に気付き、具体的な行動目標に向かってみん

なで「よくなろう」とする姿が見られるようになりました。 



◆◆児童アンケートその他の結果◆◆  

 

 

①「～知りたい」

「やってみたい」

という気持ちをも

って学習してい

ます。 

（重点１） 

 

 ②授業中、話を

聴・訊き合って活

動しています。 

（重点２） 

 

③ノートやタブレ

ットに、自分の考

えや振り返りを

書いています。

  

（重点１） 

 

 ④タブレット端末

を活用して、自分

や友達の考えを比

較したり分類した

りしています。 

（重点１） 

 
⑤ＧＩＧＡ宣言を

守ってタブレット

端末を使ってい

ます。 

 

 ⑥一人ひとりの違

い（苦手）を理解

し、みんなで認め

合って学習に取り

組んでいます。 

（重点２） 

 
     

⑦学校生活は楽

し い で す 。

          

 

 ⑧相手に伝わるよ

うにあいさつをし

て い ま す 。

 

  

 
⑨相手の気持ち

を考えて、あたた

かい言葉（ふわ

ふわ言葉）を使っ

ています。 

 

 ⑩学級アンケート

の結果から、みん

なでがんばろうと

決めたことに取り

組んでいます。 

（重点３） 

 
⑪自分には、こま

ったことを相談し

たり話したりでき

る人がいます。

 

  

 

  
前期同様、全体的には、肯定的評価の割合（と

てもそう思う・まあまあそう思う）が高く、多くの
子どもたちが満足感や充実感を味わいながら学
校生活を送っていると推察されます。 
肯定的でない回答をしている子どもに対して

は、今後もより多くの教職員で子どもたちの様
子をよく見て、声を聴き、気持ちに寄り添いなが
ら、子どもたちにとって居心地のよい学校となる
ように努力していきます。 
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1 とてもそう思う  2 まあまあそう思う  

3 あまりそう思わない  4 全然そう思わない  

5 わからない  



◆◆保護者アンケート結果◆◆ 
 

 

①お子さんは、

ご家庭での家庭

学習が身に付い

てい ます か 。

 

  

 

 ②ご家庭では、メデ

ィア(スマホ・ゲーム

機・タブレットなど)

の利用について、ル

ールやきまりを設け

ていますか。（別資

料「新潟市ＧＩＧＡ宣

言」参照）4  

     

③お子さんは、

ご家庭で相手の

気持ちを考えた

かかわりができ

ていますか。 

 

 ④お子さんは、ご家

庭で家族や地域の

人とあいさつしてい

ますか。  

 

     

⑤お子さんは、

ご家庭でおうち

の方と学校の話

をよくしています

か。  

 

 ⑥学校は、お子さん

についての相談事

を受け入れる環境

が整っていると思わ

れますか。 

 
     

⑦学校の教育活

動の様子は、各

種たよりやホー

ムページから伝

わっています

か。 

 

 

 

 

 

    

 前期同様、全体的には、肯定的評価の割合（とてもそう思う・まあまあそう思う）が高い結果となりました。

日頃からの保護者の皆様のお子さんへの働き掛けに感謝を申し上げます。 

特に、前期よりも肯定的評価の割合が高くなった内容は、「⑤お子さんは、ご家庭でおうちの方と学校の

話をよくしていますか。」でした。後期は、土曜学習参観や作品展、さらに PTA クリーン作戦や鳥屋野ふれ

あいまつりなど、親子で参加する行事が前期よりもたくさんありました。そのような機会を捉えて、親子で学

校での出来事や友達のことなどを話題にしてくださったのではないかと思います。 ぜひ、今後もお子さん

と学校のことを話題にしていただきたいと思います。 

気にかかることなどがありましたら、いつでも学校にご連絡ください。 
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1 とてもそう思う      2 まあまあそう思う  

3 あまりそう思わない  4 全然そう思わない  

5 わからない  



★★保護者アンケート記述より★★    

 アンケートの記述欄にたくさんのご意見や応援メッセージをいただきました。

大変ありがとうございました。頂戴したご意見や応援メッセージは、今後の教育

活動の充実に向けて改善に生かしていきます。いただいたご意見等の中から、

全体に関わることについて回答をさせていただきます。 

 

【登下校について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タブレット端末について①】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【タブレット端末について②】 

  
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「通学路ではないところを通っている。」「石を蹴りながら下校している。」「周

囲をよく見ずに、ふざけながら歩いている。」「大声を出しながら歩いている。」な

ど、児童の登下校については、地域の方からもお電話をいただくことがありま

す。その都度、全校や学級での指導を通して、安全に登下校するよう話していま

す。また、緊急性の高いものについては、現地確認後、その通学路を通る児童を

集めて指導しています。さらに、見守り隊やスクールガードリーダー（警察OB）

にも情報共有をして、見守りの強化を図っています。もし、危ない場面を見かけ

られましたら、その場で直接声をかけていただければ大変ありがたいです。ま

た、学校にもお知らせください。各家庭でも、安全な登下校について話題にして

いただければありがたいです。 

横断歩道の渡り方がとても危ないです。見通しの悪い場所もあり、スピードを出している車も多

いので心配です。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。いただいたご意見は、今後の教育活動や環境整備等につなげ
ていきたいと思います。 
今後とも、鳥屋野小学校の教育活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 お子さんが自分でコントロールできるようになるためには、保護者の方の見

守りや声掛け、指導（情報モラル、スクリーンタイム設定等）が不可欠です。

学校でも「新潟市学習者用iPad利用の確認書」にあるiPadの基本的な使い方

について教え、活用する場面をとおして「新潟市GIGA宣言」に則った使い方

の実現ができるように今後も指導していきます。お子さんの気になる使い方の

ご相談やお問い合わせ等があれば、担任にお聞かせください。   

  【参考】 新潟市教育委員会『GIGA SUPPRT WEB 地域・保護者の方へ』 

https://niigata‐giga.info/chiiki/ 

 

 タブレットの使い方について、目的以外に使っています。家でもルールを守るよう

注意していますが、したいことを我慢することができていません。 

ランドセルの重さについては、学校も把握しております。タブレッ

トは、各家庭で充電をしたり、子どもたちが家庭学習に使ったりする

ため、新潟市教育委員会の方針のとおり、学校では原則毎日タブレッ

トを持ち帰ることにしています。教科書や資料などを留め置きして、

なるべくランドセルを軽くしたいと考えています。ご心配な点があり

ましたら、担任にお聞かせください。 

タブレットが重く、ランドセルが想像以上に重いです。そのため、持ち帰りが大変です。

少しでも負担を少なくしてほしいです。 


